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■氏名 ：加藤 永俊
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営企画支援、BCP、

販路拡大・販促支援

経営力向上につながる販売促進手法と、コス
ト管理、設備投資の複合的視点が求められた
が、利益率向上のための経営計画立案の支援
がおこなえた。

福井県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、菊生産を行っている瀬戸園芸から、平成11年に分社化した花束加工・卸売業である。昨年、花束
加工体制の効率化を図るため、ラベル自動貼り機の導入を行い加工時間の短縮を実現した。その強みを生かし
て、新規サービスと製品開発、販路拡大を含めた経営戦略の策定を考えていた。しかし販路拡大と製品開発に
おいて、狙うべき方向性などを第三者の専門的な意見も取り入れたいと考え、さらに新たな設備投資について
のアドバイスを求めて、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングをした結果、現状の加工体制でさらに改善すべき工程の確認ができた。今後、追加の設備
投資による加工体制効率化を図り、その効果を最大限に生かすために、ターゲットを明確にした「新規サービ
ス・製品開発・販路拡大の戦略」が必要だと判断した。そこで、ビジネスプラン提案や中期経営戦略、金融面
での支援経験が豊富な、本専門家に依頼した。

花束製造工程

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、本企業の現状の加工体制と新規経営計画策定に必要な内容を精査した。
その結果、販路開拓のターゲットを「大手量販店」と明確にすることにより、優先して
導入するべき設備や、効果的な導入時期の指導を行った。
顧客のニーズに対応した新規サービス・製品開発を進めるためには、加工から出荷まで
の時間短縮と、生花の消費期限延長が必要であった。この2点を改善するためには、花
束加工機の導入による生産効率の向上と、特殊冷蔵設備の導入が必要であると判断し
た。これら設備導入も含めた経営計画策定と、総合的なコスト分析の支援を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000joDt7AAE?advisor_field_id=

生産性向上のための、設備導入に伴う経営計画策定において、
適切で具体的なアドバイスをいただき実施可能な計画を策定す
ることができました。
また、年間を通した労働の平準化や、新しい花の保存方法を提
案していただくなど、たくさんの企業を支援してこられたの
で、参考になることばかりでした。
この先のプロジェクトに進んでいくためのアドバイスを多くい
ただくことができました。
ありがとうございました。

大手量販店をターゲットとすることにより、新規サービス・製品開発の方向性が明確になった。そ
れにより、導入済み設備や新規導入する設備による一貫した生産性向上策と、経営計画を策定する
ことができた。今回の設備導入を行うことで、課題であった加工から出荷までの時間が７割に短縮
し、また、生花の消費期限を10日も伸ばすことができる。これらの改善により、大手量販店から
求められている「花の日持ち保障販売」や「小ロット短納期」に対応できるようになる。さらに、
お盆や彼岸の仏花やバレンタインデー、母の日など、特注品による繁忙期の労働力負担が大幅軽減
すると期待できる。 生産した花束

有限会社 瀬戸生花

■業種 ：卸売・小売業
■従業員 ：10人
■資本金 ：300万円
■創業 ：平成11年
■住所 ：福井県坂井市坂井町長屋70-3
■企業概要：生花加工・卸売業

ターゲット顧客のニーズに合わせた生産体制強化で販路拡大

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

坂井市商工会

加藤 永俊 氏

福井県商工会地域中小企業支援
プラットフォーム

専門家

地域PF

構成機関

もの
づくり
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■氏名 ：佐々木 武
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営計画・マーケティング

BtoCにおいては、感動や共感など心の満足を提供
する「コト価値」が求められている。本企業なら
ではのハンコの新たな「コト価値」をカタチにし
ブランド化する“価値づくりのマーケティング”支
援が、成果につながった。

滋賀県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は昭和12年創業の印章店であり、第20回全国技能グランプリ「印章木口彫刻の部」で金賞を受賞する
など、高い技術力と芸術性を持っている。しかしながら、印鑑は頻繁に購入するものではなく、またネット販
売業者や大手チェーン店による低価格製品が増えており、印鑑だけで収益を上げることが厳しくなってきた。
そのような状況の中、本企業の想いが表現できる、古民家を利用した新店舗のオープンを控えており、この機
会を良いチャンスととらえ、価格設定や商品ラインナップの見直し、商品価値を高める「ギフト用パッケー
ジ」等の開発について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の職員がヒアリングしたところ、本企業はオリジナル印鑑を彫れる「技術とセンス」を有する強みがあ
りながら、価格設定が技術料やデザイン料を考慮していない低い設定となっていた。また新しく展開する「ギ
フト用パッケージ」も高級感を演出し新店舗にマッチするものとするためコンセプト作りから行う必要がある
と判断した。そこで、本企業の「強み」を磨き「価値」を高めるために、開発・マーケティングの支援実績が
豊富にある、本専門家に依頼した。

店舗内ギャラリー

■専門家による具体的な支援内容

まずはじめに、「40歳代～60歳代女性をメインターゲットに、自分らしさの表現と幸
せのお裾分けを提供する人生に寄り添う手彫りのはんこ」というコンセプトに基づ
き、他の陶芸・木工・表札作家とのコラボによる「ギフト用パッケージ」を「出産・
結婚・入学・成人・就職・退職」などの特別な人生の節目に「贈る喜びともらう感
動」として演出することを提案した。また曖昧だった価格設定も、製造コストを明確
にし、そこから導き出した適正価格として、従来の約1.5倍の価格に改定するように指
導した。これらの施策と、ギャラリーやカフェを併設とした新店舗とを合わせて、本
企業の新しいコンセプトとして提示した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000v0jkZQAQ?advisor_field_id=

父から事業承継をした直後に新店舗のオープンを控える状況の
中、具体的に価格改定をしたらいいのか、オリジナル印鑑の価
値をどのようにしたら認めてもらえるか、迷っている状況でし
た。佐々木先生の指導により、印鑑の売上状況を数値化しても
らうことにより、価格設定の大事さと正当な価格が判断できる
ようになりました。また、ギフトとして提案するために、パッ
ケージ等も私たち夫婦の考えを丁寧に聞き取っていいただき、
納得できる提案をいただきました。本来流されるようにオープ
ンを迎えてしまうところを、定期的にご指導いただき自分達の
想いが表現できる新店舗となりました。

県外の人が多く訪れる観光地の中心に新店舗をオープンし、他作家とのコラボによるギフト用
パッケージの販売も開始。そのため来店者数が3倍になっただけでなく、印鑑受注数も2倍とな
り、「新製品」×「価格改定」×「新店舗」による効果が出ている。来店者が印鑑の作品集を見
ながら、本企業との会話の中で、新たな印鑑の魅力に気づいて注文されたり、ファンがSNS等で
新たなファンを呼ぶ流れが生まれており、今後の更なる顧客拡大が期待できる。 新店舗外装

サイトウ明印舘

■業種 ：その他製造業
■従業員 ：2人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：昭和12年
■住所 ：滋賀県東近江市八日市上之町6-17
■企業概要：印章業

「贈るよろこび」を提供する印鑑ギフト商品開発を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

八日市商工会議所

佐々木 武 氏

滋賀県商工会議所連合会等支援
ネットワーク

専門家

地域PF

構成機関

オリジナル印鑑

販路
販促



3

■氏名 ：岸本 圭祐
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：資金調達

クラウドファンディングのアンバサダーとして、
プロジェクト実現の成功イメージを伝えることに
注力しました。先輩企業やクラウドファンディン
グ事業者の同席により、具体的な仲間集めの方法
や情報発信の仕方などで支援をさせていただきま
した。

京都府

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、障がい者が「自信」と「誇り」を持って働くことができる職場を提供している。現在の業務（リネ
ンサプライ仕上、紙器加工）だけでは、いずれ安定的に事業を継続させることが困難になると考え、新たな収
益事業の立ち上げを企図していた。そのような状況の中、コーヒーメーカー企業との縁で、コーヒー豆の卸販
売を新事業として手掛けることとなった。しかしながら、これまで本格的な収益事業を実施した経験がないた
め、事業の立上や販路拡大の方法についての助言をもとめ、当拠点に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当拠点にてヒアリングを行い、新規にコーヒー豆卸販売事業を開始するにあたり、販路の開拓・拡大していく
必要がある等の課題を確認した。本企業は、コーヒー豆の販売をした経験もないため、テスト販売と新商品
PRを兼ねた事前施策が必要であると判断し、クラウドファンディングでの販売実績づくりを計画した。そこ
で、クラウドファンディング分野での支援実績が豊富であり、経営や資金調達に詳しく、また支援のネット
ワークを持つ本専門家に依頼した。

新事業で販売を始める
「フォーライフコーヒー」

■専門家による具体的な支援内容

クラウドファンディングを実施するにあたり、本企業の要望する事項をヒアリングし
て取りまとめた。クラウドファンディング業者の選択方法や、出稿までの具体的な取
組手順を助言した。また、支援者（仲間）集めの手法や過去の先駆者の事例を紹介し
た。併せて、クラウドファンディングの実体験者・支援担当者と実際に面談し、意見
交換を行ったうえで、今回実施するプロジェクトでの支援の募り方や、具体的投稿内
容（ストーリーづくり）について検討した。プロジェクトを成功させるには事前の
ネットワークづくりが特に大切であることを理解いただき、ネットワークづくり手法
を習得できるように重点的に支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F000010c5WgQAI

クラウドファンディングへの挑戦は初めてであり、どういった
取り組みを行えばよいのか右も左もわからない状態でした。
専門家の適切な助言を得て、無事クラウドファンディングに挑
戦し、目標達成することができました。
取り組む上では、寄付していただく方への説明のむずかしさを
痛感しました。また支援者にはネットに不慣れな方も多く、そ
の対応など実際に挑戦してみて分かったこともあり、良い経験
になりました。現在、ご支援いただいた方の期待に応えるべ
く、返礼品の発送に着手しています。今回の取り組みを新事業
の成功につなげたいと思っています。

障がい者が作り上げる「心に美味しいコーヒー」という題目でクラウドファンドの募集を行い、
資金調達の目標金額50万円に対し、32%を上回る支援総額66.4万円の調達を達成した。またク
ラウドファンドを通さない寄付という形でも別途支援が集まり、こちらは98.1万円の調達ができ
た。

今回調達できた資金は、情報発信(ホームページ制作やチラシ配布、DM送付)や支援者への返礼
品コーヒーなどに利用する。クラウドファンディングへの挑戦は、テスト販売や新商品PRの意味
合いを持ち、期間中1,700名を超える閲覧や計117名の寄付など多くの方に共感をいただいた。

クラウドファンドの成立!!

井上 学

■業種 ：障がい者就労支援事業所
■従業員 ：105人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成21年
■住所 ：京都府久御山町佐山新開地194-1
■企業概要：リネンサプライ仕上、紙器加工

クラウドファンディング活用で、新事業立上げを支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

岸本 圭祐 氏

京都府よろず支援拠点

専門家

よろず拠点

販路
販促
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■氏名 ：髙野 淨
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：ものづくり

今回の支援にあたり、設備投資の採算性を考慮す
るだけでなく、本企業の設計プロセスの改善につ
ながることを心がけた。作成した事業計画の実行
により、設計品質の向上を実現していただきた
い。

大阪府

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は大正15年に創業し、ドリルねじを中心とした特殊ねじの製造・販売を行うとともに、金型の設計製
造も自社で行っている技術力の高い企業である。製品の品質を左右する金型製造は、熟練技術者の技量に負う
ところが多く、加工技術のデータ化ができていなかった。そこで非接触形状測定機を導入して、金型設計品質
向上と加工技術のデータ化を図ろうと考えた。設備導入資金調達を目的に事業計画の作成支援をもとめ、柏原
市商工会を通じて当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

事業計画の作成支援にあたり、当機関の経営指導員がヒアリングを行った。現在の金型設計の課題を明確にし
た上で、新規設備導入を機に、金型設計プロセスの見直しを進めることが重要であると判断した。そこで、設
備投資の採算性評価、金型設計プロセスの改善、設備導入後の体制作りの助言を得るため、製造業の設計・製
造プロセスに詳しく具体的な事業計画の作成支援実績が豊富な本専門家に依頼した。

部品・ねじ・金型工具等

■専門家による具体的な支援内容

現状のドリルねじ成型用金型の、詳細な設計プロセスと製造プロセスを整理した。そ

の上でISO9001の設計開発における規格要求事項として位置づけられている「レ
ビュー」、「検証」、「妥当性確認」の実施フェーズを明確化。非接触形状測定機の導入に
より、品質評価の「検証」を金型試作後に実施できることを確認した。これを踏まえ、
設備導入前提の、金型設計プロセス構築に向けたスケジュールと実施体制、設備導入
後の事業化体制、遂行計画作成を支援した。さらに、市場動向やターゲット顧客の
ニーズ分析等を基に、先行き5年間の売上計画及び損益計画の作成、投資対効果の算出
を支援した。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxjTpAAJ?advisor_field_id=

当社は顧客の要望に応えた各種ねじの製造で評価を得てきた。
その製造体制はねじ成型用金型の設計から製造まで一貫体制で
取り組んでいる。今回のご支援は、設計フローの見直しと本企
業の蓄積したノウハウの活用、設計へのインプットのご提案等
により、設備投資と投資対効果の高い事業計画をご指導いただ
くことができました。今後、試作設計の検証を早期の段階で実
施することができ、試作期間の短縮及びコストの削減が可能と
なります。親身なご支援をいただきました。有り難う御座いま
した。

今回の支援により、本企業は課題解決のための、投資対効果の高い事業計画書を作成することが
できた。これにより5年後には、付加価値額の向上と経常利益率の向上の見通しが立った。
さらに、現状の金型設計プロセスでの「検証」を、ドリルねじの試作なしで実施でき、非接触形
状測定機での測定データを設計に活かすことができるようになった。そのため手戻りがなくなり
製造リードタイムの短縮やそれによるコスト削減、金型設計精度向上に伴う品質向上への道筋が
できた。

3Dモデルを活用し当社の
有するノウハウで効率的な

設計を行う

株式会社 ミヤガワ

■業種 ：製造業
■従業員 ：102人
■資本金 ：9,000万円
■創業 ：大正15年、設立：昭和23年
■住所 ：大阪府柏原市上市1-6-28
■企業概要：ねじ製造販売及びねじ用金型製造

金型設計の品質向上・データ化に向けた事業計画作成支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

大阪府商工会連合会
構成機関

髙野 淨 氏

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会
中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

もの
づくり
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■氏名 ：葉田 勉
■保有資格：中小企業診断士、一級販売士
■専門分野：人財育成支援、人財マネジメント支援、

マーケティング、営業戦略支援

どんな企業も人がすべてであり、その制度のベース
は経営者の思想そのものがすべてに反映されます。
どうなりたいのか、どうしたいのか、強く思われる
意思を体現化させる支援を行います。

大阪府

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、昭和62年に創業し、インプラントまでができる歯科技工所として順調に業績を伸ばしてきたが、
さらに売上を伸ばすには、人の採用・育成体制づくりが不可欠であった。しかしながら、少子化の影響で歯科
技工士を目指す学生は極端に少なくなっており、新規採用が難しくなっている。また大手に比べ、知名度や待
遇面で不利な状況となっており、人材募集を行ってもなかなか応募がない。そのため、当機関に人材確保のア
ドバイスをもとめて相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でヒアリングを行った結果、業界内での人材の流動性が高く、新規や中途の採用が極めて難しい環境の
中、人材の定着化も重要な課題であることが判明した。そのため人材の採用支援とともに採用後の定着支援が
必要であると判断。中小企業診断士の資格を有し、雇用労務関係についての支援実績豊富な本専門家に依頼を
した。

職場風景

■専門家による具体的な支援内容

従業員を採用することだけを目標にするのではなく、その後いかに定着するかを目標に支援
を行った。そのためには、従業員が「3年、5年、10年先の自分」が想像できるような施策
を行うことが重要であると指導した。求人にあたっては「1年目、3年目、リーダー、マネー
ジャー」等の各階層での仕事・給与イメージや、独立できるような仕組みの有無と年収イ
メージを明示することにより注目度があがることをアドバイスした。また採用後には、面談
による長所を伸ばす為の個人カルテや、自分の夢や将来を考える人生計画書をつくることに
よって、仕事を通した人生設計を考えることでモチベーションを維持することも指導した。
「3年、5年、10年、15年、20年」の各節目で、どれくらいの知識や経験・スキルが得られ
るかを考慮した教育計画を立てた。また、給与制度に会社業績や個人成績を反映させ、やり
がいを感じられるよう助言を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000RxilqAAB

葉田先生に相談させていただき、今までの
経営で必要だと考えてきた人づくり、制度
の骨子ができあがりました。何よりも職員
が成長し、幸せになる制度が一番であり、
順調に人が育って行っていることにうれし
く思っております。人生を背負う気持ちが
体現化できたことが、本当に当社を変えて
いったと思います。素晴らしい支援に本当
に感謝しております。ありがとうございま
した。

「非常にやる気のある外交的な職員」と「職人気質の職員」双方の意識を改革し、会社を変えていくた
めに、今回のモチベーションアップの仕組みや給与制度の変更は、未来に向かう姿勢をつくりあげてい
くことにつながったと考えられる。やる気のある職員に対しては、独立も視野に入れた教育システムを
検討することができた。今回の支援により、業務分担が明確になり、加工の品質水準が向上し、また、
新規開拓先が30件以上確保でき、売り上げも前年よりも10％以上アップした。これから10年後の企業
の在り方が見えてきたと考えている。

人生計画表

トラストデンタルオフィス

■業種 ：医療業
■従業員 ：4人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：昭和62年
■住所 ：大阪府河内長野市西代町12-43
■企業概要：歯科技工所

中長期を見据えた人材確保戦略を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制
企業

河内長野市商工会
構成機関

葉田 勉 氏

大阪府商工会・中央会・大阪弁護士会
中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

冨士野代表

雇用
労務
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■氏名 ：藤井 尊久
■専門分野：知財戦略による経営支援、

ものづくり

兵庫県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、大手メーカーの技術者として勤務していた代表者が、平成25年に独立・設立した、3軸輸送マイク
ロロボットの製造を得意とする産業用ロボット製造会社である。現在開発中のマイクロロボットについて、す
でに特許などの知的財産権の登録を進めてきた。しかし、製品改良を行ったことによる追加権利保護の必要性
判断と、製品化後の販路戦略について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関においてヒアリングを行った結果、開発中の製品は新規性・独創性があり、性能も高いことが確認でき
た。しかしながら、市場性は十分あるものの、知財権利保護の面で対策が不十分であった。また、マイクロロ
ボットというニッチなターゲット市場における販路の検討も不十分であると判断した。そこで、中小企業への
知的財産支援と販路戦略策定支援での実績が豊富な本専門家に依頼した。

視覚機能付き
マイクロロボット

■専門家による具体的な支援内容

開発中のロボットの「ハード・ソフト両面での技術ポイント」と「出願済み特許」を
系統立てて洗い出し、知財戦略の基準となる技術情報をまとめた。また、それらを機
密情報として保管するように指導した。将来的には、さらなる技術開発による進化が
予想されるため、周辺技術も特許出願するよう指導した。技術に関する知財戦略だけ
でなく、特徴的な製品名や会社名についても商標登録することを助言した。また、販
売戦略については、権利保護の体制が整えば、完成前の段階からPRすることの必要性
を指摘し、直接、顧客への商談を行える展示会などに出展することをアドバイスし
た。なお、開発中製品展示による技術盗用に対処するために、外観や内部構造に関す
る特許対策についての指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0035F00000uzigfQAA?advisor_field_id=

権利保護の観点については、私自身でも勉強を行い、十分に配
慮しておりましたが、藤井尊久先生より、技術の系統立てを行
い、洗い出し、内容を整理いただくことで、何をしなければい
けないかが明確になりました。
一方で、完成後の販路計画については、あまり重点を置いてお
りませんでしたが、知的財産権はあくまでも権利を保護するも
ので、取るだけで売れるわけではないことを改めて確認するこ
とができ、具体的な販路計画も検討することができました。

今回の支援で、｢視認容易性と操作性の両立」という開発の方向性と、「技術や機能性を表す商
品名の商標登録」という知財戦略を明確にできた。特許と商標登録を含めた知財権利保護を進め
ることで、マイクロロボットというニッチな市場においての技術的優位性を確保し、他社との競
争力アップが期待できる。また、地元で開催された「あまがさき産業フェア」や東京ビッグサイ
トで開催されたアジア最大級のエレクトロニクス開発・実装展「ネプコン・ジャパン2019」に
も出展を行い、見込み顧客層へ効果的に周知することができた。 「あまがさき産業フェア」

に出展

株式会社 ミクロブ

■業種 ：製造業
■従業員 ：- 人
■資本金 ：200万円
■創業 ：平成25年
■住所 ：兵庫県尼崎市西桜木町55-2B
■企業概要：精密作業用マイクロロボット、

マイクロアクチュエータの製造販売

開発中マイクロロボットの知財戦略と販路戦略策定支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

尼崎商工会議所
構成機関

藤井 尊久 氏

阪神地域プラットフォーム

専門家

地域PF

知財に関する知識を持っておられたので、円滑に
戦略を立てることができました。今後の契約にも
役立つよう、戦略を組むことができたと思ってお
ります。

知的
資産
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■氏名 ：石川 聖子
■保有資格：中小企業診断士
■専門分野：経営革新、創業、事業承継

最初の出会いの創業塾から10年後に、第2創業と
事業承継の支援ができることにご縁を感じます。
今回の支援では、現経営者と承継者の意識の共有
や持続可能な事業の実現を心がけました。地域活
性の使命を胸に、更なる挑戦を続けていただきた
いと思います。

奈良県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、古民家を活用した「ふるさとの食」を提供するレストランとして創業。マスコミにも度々取り上げ
られ、固定客も多い。創業10年の区切りの時期を迎え、以前から思い描いていた宿泊客の受け入れを、事業
として立ち上げようと考えている。また、創業以来代表者をサポートしてきた長女への事業承継も視野に入れ
ている。そのため新規事業の立ち上げと事業承継の手順について、当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関でのヒアリングの結果、宿泊事業立ち上げの思いはあるものの、自らの年齢も含めた不安などから、方
向を決めかねていることがわかった。そこで、創業及び経営革新支援で豊富な経験と指導実績を有し、10年
前の創業時に桜井市創業塾で創業指導を行い、代表者からの信頼を得ている本専門家に依頼した。

新メニューさらら膳

■専門家による具体的な支援内容

これまでの経営の振り返りと今後の展望を導き出すために、ワークシートを活用して
問題点や解決方法、事業への想いを顕在化した。その結果、宿泊事業は「農家民宿」
の方向で進めることとなり、資金調達や行政許認可に向けた具体的アドバイスを実施
した。また、後継者がこの事業に積極的であることが判明。農家民宿事業やHP管理、
事務処理などを重点的に後継者に「任せて育てる」ことで、事業承継への道筋をつけ
ていくことを助言した。経営のベースとなる古民家レストランに関しても、経費・原
価等の見直しを行い、新メニューの開発と創業10周年記念イベントのプランに対して
指導した。このように既存事業のコンセプトを生かしながら、新規事業そして事業承
継と一連の流れのなかで指導を行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxiu3AAB?advisor_field_id=

飲食店立ち上げから、満10年を迎えた現在まで、起業して運営
という観念よりも、村興しに関わる中でのボランティア精神が
抜けなかった。10年経ち、村興しという事での一応の成果は見
られたと思う。では、今までの精神を残しつつ、これからどう
展開させていくのがベストなのか？利益も当然上げながら、承
継も視野に入れて、と考えるとなかなか自分一人で、整理して
答えを出すことは難しい。信頼のおける講師石川先生のアドバ
イスにより、今考え決断すべきこと、アドバイスを受け、方向
性が見えて来た。次の展開が楽しみだ。

ワークシート等各種ツールを活用した経営の棚卸により、さまざまな課題が顕在化した。そこで
新メニューの開発やSNSページの立上げ、ファン合宿イベントの実施など、具体的な対策を進め
ていった。その結果、集客数で前年比15%UPを実現した。また、今回の支援を受けて、「農家
民宿開業とふるさと食の組み合わせ」という第2創業の方向性を決定することができた。事業承
継についても、具体的な取り組み方がわかり、既に動き出している。「農家民宿」の2019年10
月オープンに向けて取り組むべき項目とスケジュールが明確になった。 承継・分担を決め第2創業へ

奥明日香さらら

■業種 ：宿泊・飲食サービス業
■従業員 ：2人
■資本金 ：- 万円
■創業 ：平成20年
■住所 ：奈良県高市郡明日香村栢森137
■企業概要：ふるさと食レストラン

古民家レストランの農家民宿創業と事業承継を支援

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

公益財団法人奈良県地域産業振興センター
構成機関

石川 聖子 氏

奈良県地域産業振興プラットフォーム

専門家

地域PF

事業
承継
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■氏名 ：桝田 憲一
■専門分野：IT、販路拡大・販促支援、

事業承継、BCP等

台風や水害の多発地域で、地元に根差した経営を
されてきた事業者にとって、災害への備えは重要
課題でした。今回BCP策定を通じ、平時からの提
携企業間の協力関係の重要性も再認識された。

和歌山県

支援

相談

支援依頼

■支援の経緯

本企業は、本州最南端に本店・工場を構える明治33年創業の老舗羊羹専門店である。自然災害が多発する地
域であり、現工場も台風や竜巻などの被害に遭ってきた。また東日本大震災時には、被災地でないにもかかわ
らず、原材料の仕入や商品の流通・販売等に混乱が生じ、3ヶ月間製造販売が滞った結果、経営面で大きな影
響を受けた。これらの経験から、緊急時対策の重要性を痛感している。地域とともに発展してきた企業とし
て、災害時に「顧客、従業員とその家族及び地域住民の安心安全」を守り、事業を継続させるためにBCPを策
定したいと当機関に相談があった。

■派遣元機関による実施内容と専門家選定理由

当機関の担当職員がヒアリングを行ったところ、食品の安全性を確保するために衛生管理システム(県
HACCP)は10年前に導入・実施していた。しかし緊急時の危機管理（事業継続計画）の策定はまだできてお
らず、本企業の立地を考慮したBCP策定に向けた支援が必要であると判断。過去の支援（販路開拓・商品開発
等）を通じて本企業の内情に詳しく信頼もあり、BCP策定のアドバイスも可能である本専門家に依頼した。

本州最南端にある本店

■専門家による具体的な支援内容

緊急時対応の基本的な考え方や他企業の取り組みについて紹介。BCP策定の意義につい
て説明し、緊急事態へ備えることは、人と資産を守るだけでなく、地域連携の強化にも
繋がるということを理解してもらった。現状認識のために町のハザードマップを確認
し、自己診断チェックを行った。今後、OEM商品の全国流通販売も視野に入れ、広域で
の取引にも対応できるように、経済産業省のガイドラインを参考にしたBCP策定の支援
を行った。
災害の被害想定（過去の事例を参照）をもとに、緊急連絡先と役割分担、製造拠点の確
保、復旧目標、事前対策のための投資計画などについて検討し、各項目策定の指導を
行った。

専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.mirasapo.jp/consul/pro/0031000000aj2jPAAQ?advisor_field_id=

台風や竜巻の被害は自然のものなので避けられませんが、事前
に計画を立てておき、スタッフと共有することで緊急時の初動
対応の遅れや、事業再建の遅れを防げると考えます。
この度、現場を良く知る先生に分かりやすくご指導いただき、
有効なBCPを策定することができました。今後も定期的な見直
しと改善を行い、スタッフ教育や訓練も行っていきたいと思い
ます。
ご指導に感謝いたします。ありがとうございました。

台風が多く、南海トラフ大地震発生時には、10ｍ高の津波到達時間が全国最短とも予想される地域
において必要な、平常時のBCP運用体制と緊急時発動体制を定め、事業継続計画を策定した。緊急
時に連携可能な取引先や公的機関を確認するとともに、事業のボトルネックを経営者自ら考えるこ
とで平常時の業務についての課題や連携強化の必要性について気付きを得ることができた。また、
被災時に事業を継続するため、県内の製造拠点を確保（仕入れ先の製餡工場に協力依頼）するだけ
でなく、商品の製造方法が類似している、県外（佐賀県）の菓子メーカーにも協力を依頼すること
となった。

紅葉屋本舗BCP

有限会社 紅葉屋本舗

■業種 ：菓子製造・販売業
■従業員 ：6人
■資本金 ：700万円
■創業 ：平成17年
■住所 ：和歌山県東牟婁郡串本町潮岬470
■企業概要：伝統製法の手作り羊羹専門店

災害多発に備えた企業連携BCP策定による製造拠点確保

専門家の声 事業者の声

成 果

支 援 概 要

支 援 体 制

企業

和歌山県商工会連合会/串本町商工会
構成機関

桝田 憲一 氏

わかやま中小企業支援プラットフォーム

専門家

地域PF

BCP


